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北玄関のピロティの壁に今年もツバメがやってきました。昨年ま

でに作ったものに新たに泥や枯れ草を運びこんで、さらに頑丈な巣を

つくっているようです。 

ツバメは泥や枯れ草に自分の唾液を混ぜて巣作りをしますが、最

近は化学肥料の影響などで泥に粘着力がなくなって、巣が落下するこ

ともよくあるようです。しかし、朝明中の巣は大規模改修工事の 3 年前からしっかりと壁

にくっついています。万一の落下防止棚も（ふん害対策も兼ねて）設置済です。 

「土食って 虫食って 口渋い（つちくって むしくって くちしぶい）」・・・これを

早口で言うとツバメの鳴き声に聞こえると言われています。昔の人の想像力は豊かですね。

玄関でツバメの鳴き声にじっと耳を傾けると何だか本当にそう聞こえる気がします。そし

て、梅雨のこの季節、雨の前にはおなじみの低空飛行でエサを見つけている姿もうかがえ

ます。 

 学校では自然教室や修学旅行などの大きな行事も無事に終え、いよいよ期末試験を経て

１学期のまとめに入ります。新型コロナウイルス感染症は少し落ち着いてきた感じもあり

ますが、それでもまだ市内でも学級閉鎖の学校もぽつぽつとあり、その感染力は油断でき

ないところです。これからの季節は熱中症にも警戒しながら、マスクの着脱にも気を配っ

ていかなければなりません。 

 

３年生は６月１３日（月）から６月１５日（水）の日程で関

西・四国方面の修学旅行を実施しました。修学旅行実行委員を

中心にみんなで決めた「ほな行こか―！笑顔あふれる関西の旅 

～持って行くのはマナーと礼儀 持って帰るのは最高の思い出」のスローガンのもと、時

間やルールを守って、それぞれが責任を持って行動し、仲間との楽しい思い出をつくるこ

ができました。心配されていたお天気も、活動時間に雨に降られることはなく（タイミン

グよく大雨のときは大塚美術館の館内でした）、最終日の

USJ では晴れ間ものぞいていました。 

 いろいろな活動の中で班の仲間を気遣う場面が多くみ

られ、バスの乗降や外部の人とのふれあいの中での気持ち

のいいあいさつ、そして思いやり・・・それぞれの絆を深

めた意義ある３日間となりました。さすが朝明中３年生。 



 

 教育相談が始まっています。各学年とも、

放課後を中心に、短い時間ですが、勉強や部

活動、友達のことなどについて話をしています。また、３年生は進路につい

ても話が進められています。多感なこの時期、勉強のこと、友だち関係のこと、家庭での

こと、不安なこともたくさんあると思いますが、一人で悩みを抱え込まず、相談をして、

みんなが気持ちよく学校生活を送れるようにしていきたいですね。 

 
 

６月１８日（土）８時半からフラワーオアシスで植栽が行われ

ました。前週に PTA の方々で除草から追肥、耕しまで丁寧に行

われた花壇に、この日はマリーゴールドやインパチェンスなど、

千株以上のたくさんの花が約５０人の有志の生徒の手で植えら

れ、河川敷に色どりを添えました。また、同時にひまわりやコ

スモスの種まきもしました。 
今年で２５年目を迎えたこのフラワーオアシス。過去には国

土交通大臣表彰もいただきましたが、先月は市より「都市緑化関係功労者表彰」を受けま

した。これも朝明中歴代の PTA の方々のご尽力と朝明中生の伝統を受け継ぐ気持ちのおか

げです。 

 

 ５月３０日（月）～６月１

７日（金）までの３週間（１人

は２週間）、２名の本校卒業生が教育実習生とし

て、朝明中の先生の一員となって授業に取り組

みました。短い期間でしたが、生徒たちとたく

さん触れ合い、しっかりと学んだ経験を活かして、素敵な先生にな

ってほしいと思います。 

朝明中 登下校緊急事態宣言！！！ 
この４月から、朝明中の生徒の自転車の乗り方について、地域の方々やドライバーの方

から、よくお話をいただきます。このことは再三にわたり各学級や学年でも話をしてもら

っていますし、おうちの方にも H&S で配信してお願いをしております。４月２７日（水）

には昼の放送で「朝明中 登下校緊急事態宣言」を発令して話をしました。その直後は少

し意識してくれたのか、電話はなくなりましたが、最近は再び、接触事故も起き、「道いっ

ぱいに広がって自転車に乗っている」「車が来ても平気で並列走行」「車のミラーをこすっ

ていった」「車の間を自転車が走り危ない」「小学生や車とぶつかりそうになっていた」な

どの電話が絶えません。 
何度も言いますが、ひとつ間違えば、大けがや命がなくなる危険がある事例ばかりです。 
生徒のみなさんはそのことを常に意識してほしいものです。学校でも引き続き指導はし

ていきますが、保護者の方や地域の方々のご協力が不可欠です。生徒たちのために、是非

とも、お気づきのところは皆がどんな場面でも声掛けして安全指導をお願いします。 

岩城 芽依 先生（英語） 

須藤 綾太 先生（国語） 


